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—なりきりAI「京町セイカ」が
ご案内！
現在、CS研 協創情報研究部イン

タラクション対話研究グループでは、
人間をより深く理解し、人間と共生で
きる対話システムの研究開発を行っ
ている。このような対話システムを実
現するには、人間の持つ行動傾向や
性格、価値観、知識、言語能力な
どのモデル化を通して、人間の振る
舞いを理解し、人間のように話す対
話 AIの技術が必要になるという。

この技術の実現にむけた取り組み
の１つとして、CS研は精華町役場（町
長：杉浦正省氏）と共に、精華町の
広報キャラクターである「京町セイ
カ」を AI化する共同実験を進めて
いる。NTTがこれまで培ってきた、
特定のキャラクターを再現する「な
りきり AI」技術を活用することで、
個性的なキャラクター性を持つ「京
町セイカ」を再現し、役場への来訪
者と雑談したり、情報提供や観光案
内、窓口受付などの役場業務を行う
システムの実現を目指す（図１） 。
この研究を推進している水上氏
は、「単にデータを集めて学習する

だけでは技術的進歩はなく、どのよ
うにデータを集め、活用するかが重
要になります。また、個性をうまく
取り扱えるモデルをどのように作る
のかも非常に大切です。」と語る。
現在、なりきり AI「京町セイカ」
の学習に必要なデータ収集や、実証
実験によるなりきり AI「京町セイ
カ」の検証を精華町、精華町町民の
協力のもと実施し、企業・行政・住
民の三者の協力による地域連携の取
り組みとしてプロジェクトを推進し
ている。

—なりきりAIとタスク対話
キャラクターを活かした AIの実

NTT コミュニケーション科学基礎研究所（以下、CS 研）協創情報研究部のインタラクション対話研究グループでは、個
性を持った対話 AI の実現に向けた研究を行っている。本稿では、京都府精華町の広報キャラクター「京町セイカ」を AI
化し、雑談のみならず情報提供や観光案内、窓口対応などの役場業務に役立てる取り組みについて紹介する。

4 なりきりAI「京町セイカ」

精華町の広報キャラをAI化したなりきりAI
「京町セイカ」を役場の業務に生かす

NTT コミュニケーション科学基礎研究所
協創情報研究部 インタラクション対話研究グループ

研究員　水上 雅博氏

人間と共生できる
対話システムの実現に向けて

図１　なりきりAI「京町セイカ」のプロトタイプとの対話画面
（「精華町に図書館はありますか？」との質問に回答）
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現に資する技術に、NTTメディア
インテリジェンス研究所で開発され
た「なりきり AI」がある。この技
術は対話システムに特定のキャラク
ターの個性を持たせることで、その
キャラクターをよく知るユーザであ
れば満足度の高い対話を行うことが
できるというものだ。
これまで、NTTドコモ、ドワン

ゴとの連携により、小説の登場人物
や VTuberなどの様々なキャラク
ターを対象になりきり AIを構築し、
NTT R&Dフォーラムやニコニコ超
会議などで出展している。しかし、
これまでのなりきり AIは、エンター
テイメント目的の雑談対話を行う技
術であったため、受付や案内などを
行う「タスク対話」はできなかった。
また、キャラクター特有の知識や経
験を活用した高度な対話の実現も重
要な課題となっていた。
一方、CS研では、かねてより質
問応答や情報提供、案内といったタ
スク対話と、雑談対話からなる非タ
スク対話を自由に行き来し、対話を
自然に制御する「タスク対話と非タ
スク対話の両立」を行う技術の研究

どのようなことを話したときに、シ
ステムはどう答えるべきか、という
発話と応答を対にした対話データが
必要となる。多くの場合ではプロ（例
えば、観光案内についての対話では
ガイドや旅行代理店など）が手作り
しているため、データ収集は非常に
高コストな作業となる。また、一人
の人間からデータを収集する場合、
品質は高くとも、偏りが大きく、網
羅性が低いデータが集まってしまう
という問題がある。一方で、複数人
で分担してデータを収集する場合に
は、一般に話し方や話す内容にブレ
が生じてしまい、話している相手の
性格がころころと切り替わるような
違和感を覚えるなどの課題もある。
この課題の解決には「地域連携に
よるデータ収集」と「なりきり AI

のデータ収集」の 2つの方法が活
用されている。地域連携によるデー
タ収集方法では、共同実験のパート
ナーである精華町役場と精華町町民
の協力を得て、実際に精華町に在住
する人々から精華町に関する知識を
集めている。このとき、複数人から
対話データを集めると話し方や話す

を行っている。この技術では 2体
のロボットが連携して話を進めるな
ど、さまざまな対話のテクニックを
活用し、タスク対話と非タスク対話
の間で話題や知識を一致させること
で、対話が破綻せず長続きさせるこ
とを実現している。しかし、この技
術は扱える話題の範囲が限られてい
るという課題があった。
今回のなりきり AI「京町セイカ」

の取り組みでは、「なりきり AI」と
「タスク対話と非タスク対話の両立」
という、二つの技術を組み合わせる
ことにより、キャラクターの持つエ
ンターテイメント性や親しみやすさ
を対話システムに与えながら、役場
での受付案内や情報提供、観光案内
などのタスク対話と、雑談や日常会
話のような非タスク対話を両立す
る、これまでにない新しい方法を提
案することに成功した。
　

—膨大なデータを効率よく収集す
るためのアプローチ

AIの学習には非常に多くのデータ
が必要となる。今回のような対話シ
ステムの学習においては、ユーザが

受付

地域連携による学習データ収集

■ポイント
なりきりAI学習データの収集
・精華町に興味のある人が質問
＝需要の高い情報
・精華町の人が回答
＝正確性の高い情報
地域連携によるデータ作成
＝非常に低コスト、高品質

精華町に住んでいる人が回答
「冬から春にかけて、いちご狩りが有名ですよ！」

精華町に住みたい・行ってみたい人が質問
「春だと、精華町では何が有名ですか？」

課題であった正確な学習データ収集を「興味のある人と「知識のある人」を結びつけることで解決
→知識のある人（精華町町民）による学習データ作成は地域連携活動の一環として実施

図２　地域連携による学習データ収集
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内容にブレが生じる問題は、なりき
り AIのデータ収集方法を活用し、
「京町セイカ」になりきって応答を
作ることで、解決を図った。これら
の工夫により「非常に多様な知識を
持った京町セイカ」の対話データ収
集が実現した（図２）。

—技術のポイント
この技術のポイントは、これまで
雑談しかできなかったなりきり AI

の技術と、限られた話題でのみ行わ
れていたタスク対話と非タスク対話
の両立という 2つの技術を組み合わ
せることで、キャラクターの持つエ
ンターテイメント性を与えながら、
幅広い話題や知識に対応できるよう
改善したことだ。今後はこの技術を
さらに発展させ、従来の対話システ
ムからの一方的な質問によるタスク
対話ではなく、タスク対話の合間で
もユーザからの雑談や質問に答え、
ユーザの話に合わせて適切に情報提
供や相談を行うなど、ユーザの気持
ちや要望に寄り添いながらタスク対
話を進行する「人の心に寄り添うタ
スク対話」の実現を目指していく。

—「人の心に寄り添うタスク対話」
の実現に向けて
役場での受付では、単に用件を聞
くだけではなく、必要に応じて情報
提供や観光案内、別の窓口への誘導
といった様々な対応が必要になる。
そのため、バス運行案内などの従来
のタスク対話で行われる決まり切っ
た応答とは異なり、町に関する非常
に広範な情報の提供や案内が求めら
れる。また、情報を単に提供するだ
けではなく、相手との対話を通して
より詳細な要件を伺うことや、別の
窓口への引継ぎなど深く情報をやり
取りする対話も行う必要がある。
これまでのような「単なる受付」
の対話から一歩進んだ対話を実現す
べく、役場業務に関する対話がどの
ような順序で進行するかを分析し、
タスク対話と非タスク対話、なかで
も情報提供や観光案内，窓口受付な
どの個別のタスク対話を自然に切り
替えながら対話全体を制御する対話
制御モデルを提案している（図３）。
従来の対話システムでは一問一答の
対話しかできなかったが、この技術
により、雑談を交えながら、自然に

様々なタスク対話を行うことができ
るようになる。

—実証実験の今後の展開
今後も精華町町民の協力の下、
データの収集を続けていき、人の心
に寄り添ったタスク対話の実現を目
指していく。また、これらの技術を
組み込んだなりきり AI「京町セイ
カ」を用いて、窓口業務の一部を補
助できるかどうかを、精華町役場を
フィールドとした実証実験で検証し
ていく予定だ。
得られた成果やなりきり AI「京町

セイカ」のデモンストレーションに
ついて、今後のイベントなどで発表
すると共に、より高度な対話 AIを
実現すべく、基礎研究も進めていく。

—対話の研究　「個性」
今回のプロジェクトでも用いられ
たなりきり AIの技術をより発展さ
せるための基礎研究として、水上氏
は、対話における「個性」の研究に
取り組んでいる。特に、近年注目さ

なりきりAI の基礎研究の
状況について

住民票はどこで発行できますか？

２階の総合窓口で受付をしています。
このフロアの先を左に曲がってください。 学習データ

＃役場にて
＃窓口対応
＃書類が欲しい
＃観光案内
＃道案内
＃雑談
＃CS研にて
＃イベント案内
…

対話制御

今の状態は
＃役場にて
＃窓口対応
＃書類が欲しい

給付金用紙は？
（用紙はどこで取得できますか？など
多くの言葉が省略されており、通常の
一問一答では答えるのが困難）

各世帯に順次郵送しています、しば
らくお待ちください．
（対話制御の状態を見ることで、用紙
がどこか尋ねていることを推測）

図３　対話制御モデルによる役場業務を行う対話の例
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れているニューラルネットワーク技
術を活用し、「個性を反映するニュー
ラルネットワーク」を作る研究を進
めている。 

この研究では、注意機構とよばれ
る「入力のどこに注意を向ければよ
いかを制御する機能」に着目してお
り、注意機構に人の特徴を反映する
フィルタのようなものを導入するこ
とで注意の傾向を人ごとに変化さ
せ、最終的に人ごとに異なる出力を
実現する。
この技術の活用場面の一例を紹介
する。ある「出来事」に対して、あ
る特定の人がどのような「感想」を
抱いたかを推定する問題を考える。
人は、同じ出来事を経験しても、人
ごとに異なる感想を抱くことがあ
る。例えば、「家族でハイキングに
行った」という出来事に対して、あ
るお父さんだったら「家族」や「ハ
イキング」という単語をポジティブ
に解釈し、「いい思い出だ」や「家
族サービスができた」のような感想
を抱くかもしれない、一方で、同じ
出来事に対しても、ある子供だった
ら「ハイキング」という単語をネガ

で、人の個性の違いを明らかにする
ことや、対話システムがそれぞれ異
なる個性を持つことができるように
なると思います」と述べた。もしか
すると、これからの対話 AIは、人
間のように個性を持つのが当たり前
になるかもしれない。また、今回紹
介したなりきり AI「京町セイカ」
をはじめとした「個性を持つ対話
AI」が今後はどのように発展してい
くのかと尋ねると「将来的には、様々
な AIがそれぞれ異なる個性を持つ
ようにしたいです。例えば、個性の
異なる対話 AIと人間とで議論をし
たり相談をしたりできるようになれ
ば、様々な意見を聞くことができて
面白いですね。もしかしたら、水上
という個性を持った対話 AIが生ま
れて、水上の代わりに会議に出たり、
研究を手伝ってくれたりするように
もなるかもしれません。そんな面白
い未来に向けて研究を進めたいで
す」と抱負を述べた。家電をはじめ
として、様々なものが AI化する今
の時代だが、将来的には AI自体が
多様な個性を持つ時代も来るのかも
しれない。

ティブに解釈し、「疲れた」や「家
でゲームをしていたかった」のよう
な感想を抱くかもしれない。このよ
うな、一人一人の「個性」を反映し
た感想文の生成がこの技術によって
実現できる（図４）。
この研究は、出来事に対する感想
文を生成する使い方のほかにも、あ
る「発話」に対する「応答」を人ご
とに推定する応答文生成タスクにも
応用できる。これらのタスクにおい
て従来のニューラルネットワークの
モデルに比べてよい評価結果を得て
いる。

—個性を持つ対話AIの誕生を目
指して
なりきり AI「京町セイカ」の取
り組みや基礎研究について、重要な
ものは何かと水上氏に尋ねたところ
「どちらの研究も『個性』という要
素を軸に進めています。個性は、対
話を面白く、楽しくするための重要
な要素であると同時に、個性には
個々の人間の知識、価値観、考え方
や言語能力などの特徴が如実に反映
されます。それをモデル化すること

出来事

エンコーダ

デコーダ

注意機構

感想
いい / 思い出 / だ

家族 で ハイキング に 行っ た

「お父さん」フィルタ

■技術のポイント
人ごとに「注目の特徴を反映するフィルタ」を学習、利用することで、
「どの単語に注目するか」や「単語をどのように理解するか」を人ごとに変化させる

家族、ハイキング→ポジティブ

疲れた

家族 で ハイキング に 行っ た

「子供」フィルタ

ハイキング→ネガティブ

図 4　人情報を考慮する注意機構による感想生成モデル


